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CODE 海外災害援助市民センター 

2020 年度 事業計画 

 

【１． 海外災害（地）への救援活動事業】 

＊青海省地震救援プロジェクト、ネパール地震救援プロジェクトは 2019 年度で終了した。 

 

●継続プロジェクト 

事業名 1-(1) アフガニスタン救援プロジェクト 

実施日時 2003 年～継続中 

実施場所 アフガニスタン・カブール州ミールバチャコット県 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

ミールバチャコット地域の 2500 世帯。 

これまで本事業の融資で直接裨益した農業従事者は 550 世帯（2020 年 3 月時点）。 

 

実施内容 

 

ぶどう畑再生支援事業 

●2020 年度の計画 

2020 年度は、新型コロナウイルス感染症の状況を見つつ、引き続きこのミールバチャコ

ット産の有機レーズンの輸入・販売を行う。規模は小さいが、この支援プロジェクトを通じ

て同地区を中心にぶどうの無農薬・有機栽培を浸透させていく。そして日本では、レー

ズンの販売を通して積極的にアフガニスタンの現状を発信し、これまでの支援者だけで

はなく、新規の支援者を増やしていく。 

 

【今年度のおもな動き】 

・今年度も例年とおり 60kg を目標に輸入、販売する。 

 ・月イチシリーズ「食と国際協力」や大学等の講義でアフガニスタンの状況を 

知ってもらう機会を継続的に行う。 

 ・有機レーズンの販売促進・・・・100g/650 円、20g/150 円  

項目 番

号 

プロジェクト名 開始時期 終了予定 

時期 

●継続プロジェクト 1 アフガニスタン救援プロジェクト 2003 年 2022 年度末 

2 

 

中国・四川省地震救援プロジェクト 2008 年 2021 年度末 

 

3 

 

東日本大震災救援プロジェクト 2011 年 2021 年度末 

4 中国新型肺炎（新型コロナウイルス感染

症）救援プロジェクト 

2020 年 2021 年度末 

●2020 年度終了予定プ

ロジェクト 

5 インドネシア・ロンボク島地震、スラウェシ

島地震津波、スンダ海峡火山津波 

2018 年 

 

2020 年度末 
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＊イベント等での販売も継続（コープこうべボランティア交流会、 

ワンワールドフェスタ forYouth、ユニセフの集い、荒田エコフェスタなど） 

＊委託販売・・・ケペスでの委託販売も継続 

事業の目標と 

終了予定時期 

CODE の輸入するレーズンの総量を 1t に定める。2019 年度末時点での総輸入量 560 ㎏

であるので、残り 440 ㎏を輸入するにはあと 5 年（年間目標 80 ㎏を輸入）が必要となる事

から終了予定を 2024 年度末とする。ただし、2022 年度末時点で継続の必要性があれば

理事会での協議を経て決定する。 

 

 

事業名 1-(2)  中国・四川省地震救援プロジェクト 

実施日時 2008 年 5 月 13 日～継続中 

実施場所 四川省地震被災地域 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

四川省北川県光明村村民約 700 名および周辺住民 

実施内容 ●2020 年度の計画： 

① 光明村老年活動センター 

2019 年の老年活動センターは、郷政府の支援もあって瓦や中庭の改修が行われた

ことから、光明村周辺の観光開発（集いの広場や竹林、小川などの整備） ぬ向けた

準備は進んでいる。そのの動きを見つつ、村民委員会による農家楽再開の動きをフ

ォローする。 

 

② 現地 NGO ネットワークや四川大学との学び合い 

CODE は、2015 年から日中 NGO ボランティア研修交流事業を通じて、現地の NGO と

共に防災教育などの学び合いの場を積極的に作ってきた。現地 NGO の張国遠さん

（NGO 備災センター、新安世紀教育科技研究院）、大阪大学の渥美公秀教授らと共に

防災、復興に関する「中日安全技術研修」の連続講座などで連携してきた。 

2002 年度は、新型コロナウイルスの影響で状況も変化してきたことから、感染 

症対応を踏まえた防災・減災に関する学び合いを追求していく。 

 

③ 日中 NGO・ボランティア交流事業の実施 

   これまでに本事業を 5 回実施し、30 名の若者が、実際に CODE の支援する被災地の

フィールドを歩き、現地の人に触れ、考える事で若者に大きな経験と学びをもたらした。 

2019 年度は、新型コロナウイルスの影響で、実施を見送ったが、2020 年度も、引き続き

状況を見ながら、この事業の実施を検討する。                           

事業の目標と 

終了予定時期 

2018 年度で四川大地震から 12 年を経たが、CODE が伝統木造建築で建設した老年活動

センターを活かした「農家楽」を軌道に乗あーｗせること、そして現地の NGO との防災・減

災の学び合いに感染症も加えた学び合いの場を積極的に作っていく。また、ワーキンググ
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ループで四川の支援の事業のあり方も検討していく。 

 

 

事業名 1-(3) 東日本大震災救援プロジェクト 

実施日時 2011 年 3 月 14 日～継続中 

実施場所 東日本大震災の被災地 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

岩手県大槌、釜石などの被災者 

実施内容 東日本大震災から 9 年を経たが、復興状況はまだ厳しい状況である。引き続き被災地

NGO 恊働センターを通じて復興や防災・減災の情報を共有しつつ、インドネシアなど海外

の被災地との連携、交流の可能性を探っていく。2020 年度は、CODE は、新型コロナウイ

ルス感染症を踏まえた、海外と東日本や熊本の被災地などをつなぐ役割を担っていく。 

事業の目標と 

終了予定時期 

東北の復興状況は未だ厳しい状況にあり、連携している被災地 NGO 恊働センターも 10 年

は、支援を継続するとしており、CODE としても 10 年は見守る必要があることから、終了予

定を 2021 年度末とする。ただし、2021 度末時点で継続の必要性があれば理事会での協

議を経て決定する。 

 

 

事業名 1-(4)中国新型肺炎（新型コロナウイルス感染症）救援プロジェクト  ＊新規 

実施日時 2020 年 2 月 4 日～継続中 

実施場所 中国武漢市、その他の国と地域 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

武漢市民や各国のカウンターパートが支援対象者 

実施内容 ●2020 年度の計画： 

CODE は、引き続き国際アライアンスを通じた世界各地との学び合いを日本にフィードバ

ックすること、CODE のカウンターパートの状況を発信し、「支え合い・学び合い」を実践して

いく。緊急的な支援が必要な状況があった場合は、理事会での協議を経て支援していく。 

また、未来基金企画で「世界の STAY HOME から」など海外の学生同士の交流・学び合い

も同時に進めていく。その他、高校生などのコロナに関するボランティアを実現していく。 

 

＊主な動き 

 4/2   ひょうごコミュニティ財団に神戸の NPO の状況をヒアリング（吉椿） 

4/3   国際アライアンス「IACCR」第 2 回に参加（吉椿、上野、立部） 

4/10  国際アライアンス「IACCR」第 3 回で報告（吉椿、立部） 

4/14  関西 NGO 協議会新型コロナ情報共有会打ち合わせ（吉椿） 

4/16  渥美先生と国際アライアンスのうち合わせ（吉椿） 
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関西 NGO 協議会加盟団体の新型コロナの情報共有会で 

報告（吉椿、立部） 

4/17  国際アライアンス「IACCR」第 4 回に参加（吉椿、上野、立部） 

4/18  関西 NGO 協議会共同ファンドミーティング（吉椿） 

4/20  関西 NGO 協議会共同ファンドミーティング（吉椿） 

4/24  NHK、渥美先生打ち合わせ（吉椿） 

          未来基金企画ミーティングを開催 

（宮本副代表、成安理事、岸本理事、吉椿、上野、立部） 

4/26  ひょうご支え合い基金ミーティングに参加（吉椿） 

4/27  IACCR スタッフオンライン会議（吉椿） 

          CODE コロナ支援に関するワーキンググループの開催 

4/30  国際アライアンス「IACCR」第 5 回に参加（吉椿） 

          神戸新聞取材（吉椿） 

          大阪大学院生「コロナと差別」企画のミーティング（吉椿） 

5/1   毎日新聞取材（吉椿） 

5/2   NHK 取材（吉椿） 

5/12  未来基金企画ミーティング 

（宮本副代表、成安理事、岸本理事、吉椿、上野、立部） 

5/13  JICA 関西にコロナ支援のレクチャー（吉椿） 

5/14  ガイドラインワーキング開催 

5/15  国際アライアンス「IACCR」第 6 回に参加（吉椿、立部） 

5/18  関西 NGO 協議会共同ファンドミーティング（吉椿） 

5/22  NHK 打ち合わせ&撮影テスト（吉椿） 

5/23  関西 NGO 協議会オンライン総でコロナ支援の講演（吉椿） 

          IACCR スタッフミーティング（吉椿） 

5/26  NHK 番組収録（吉椿） 

5/27  福井大学でコロナ支援の講演（吉椿） 

5/28  ヒューライツ大阪の「新型コロナ」の会報原稿執筆（吉椿） 

5/29  国際アライアンス「IACCR」第 7 回に参加（吉椿、上野、立部） 

           レスキューストックヤードにコロナ支援の講義（吉椿） 

5/30  ひょうご支え合い基金でコロナ支援の報告（吉椿） 

5/31  NHK「明日へつなげよう」が放送（吉椿） 

6/2   CODE 未来基金企画「世界の STAY HOME から」を開催 

（室崎代表、宮本副代表、成安理事、吉椿、上野、立部） 

     6/5   関西 NGO 協議会ブログ「新型コロナ」原稿執筆（吉椿） 

   6/12  国際アライアンス「IACCR」に参加（吉椿、立部） 
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＊今後の予定 

6/14 共同ファンド「みんなおんなじ空の下」で講演、ファシリテート（吉椿） 

                                          ＊4-(5)と重複 

   6/20  新型コロナウイルス感染症支援報告会の開催 

6/23  舞子高校でコロナ支援の講演（吉椿） 

6/26  国際アライアンス「IACCR」に参加（吉椿、上野、立部） 

7 月上旬  高石高校でコロナ支援の講演（吉椿） 

7/12  大阪大学院生「コロナと差別」で講演（吉椿） 

 

＊未定     兵庫県立大学大学院澤田ゼミで新型コロナ支援の講義（吉椿） 

     コープこうべ第３地区で新型コロナ支援の講演（吉椿） 

事業の目標と 

終了予定時期 

新型の感染症によるパンデミックの終息は、未だ不明であることから、武漢市だけでなく、

各国のカウンターパートの状況を見ながら、その都度理事会で協議していく。 

 

 

●今年度終予定プロジェクト 

事業名 1-(5) インドネシア救援プロジェクト    

（ロンボク島地震・スラウェシ島地震・スンダ海峡火山津波） 

実施日時 2018 年 7 月 29 日～ 

実施場所 インドネシア共和国ロンボク島・スラウェシ島・スンダ海峡（ジャワ島西部） 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

ロンボク島ジェングラン村リアス地区の住民約 670 名 

スラウェシ島シギ県 JonoOge 村や Langaleso 村の子どもたち約 100 名 

スンダ海峡（ジャワ島バンテン州）の被災地の住民とインドネシア建築家協会の専門家達 

実施内容 

 

2018年度にインドネシアのロンボク島、スラウェシ島、スンダ海峡（ジャワ島）で立て続け

に起きた地震や津波に対して、CODE は、カウンターパートであるエコ・プロワットさん（デュ

タ・ワチャナキリスト教大学教授）を通じて小規模ではあるがコミュニティセンター建設や木

造建築のデザイン提供などの支援を行ってきた。だが、平成 30 年 7 月豪雨災害（西日本

豪雨）と時期が重なった事もあり、寄付はそれほど集まらなかった。 

2020 年は、ロンボク島地震やスンダ海峡火山津波の支援を貝原俊民賞（30 万円）や毎

日新聞子ども救援金（20 万円）などの資金を活用して事業を進めていく。1 月に来日したエ

コさんとこの件を協議し、引き続きエコさんや助手のリンダさんと詳細なやりとりをし、具体

的に進めていく事を約束したが、新型コロナウイルスの状況を見つつ実施していく。 

事業の目標と 

終了予定時期 

インドネシアでも新型コロナウイルスの感染が拡大していることから、現地の状況を見つつ

プロジェクトを実施していく。 
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【２．人材育成事業】 

事業名 2-(1) 事務局体制の充実化 

実施日時 2011 年 4 月～継続中 

実施場所 CODE 事務所 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

数名 

実施内容 2019 年度の事務局は、立部知保里さん（兵庫県立大学大学院博士課程）が未来基金

インターン、アルバイトスタッフとして 25 周年のイベント企画、運営や CODE レターの編

集、ネパール事業などを担って頂いた。また、原田梨央さん（武庫川女子大学 4 年）や柳

瀬彩花さん（追手門学院大学 2 年）がボランティアとしてイベント運営などの事務局業務

をサポートしていただいた。 

2020 年 9 月末で上野が CODE を辞職することになり、それを受けて立部さんなどアル

バイトやボランティア、そして理事の方々にもワーキンググループを通じて積極的に力を

借りながら事務局を運営していかざるを得ない状況となった。 

一昨年度通年（5 月～1 月まで毎週木曜日）で受け入れた神港橘高校から、今年度も

通年型インターンの受け入れの要請があった。このインターン生にも力を借りながら事務

局を運営していく。 

また、Web ページのリニューアルのために、真如苑の助成金を活用して、澤桃子さんに

ご協力いただいている。 

なお、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策、休校による育児対応などの理由に

より、4 月中旬より在宅ワークに切り替え、スタッフ 1 名が交替で事務所へ勤務している。

6 月末を目途に育児や学校などの状況を見ながら交替勤務を継続する。 

 

＊主な動き 

  4/27    CODE コロナ支援に関するワーキンググループの開催   ＊1-(4)と重複 

5/14    ガイドラインワーキングの開催     

6 月末～ 神港橘高校の通年インターンの受け入れ 

 

 

事業名 2-(2) ＮＧＯことはじめ                                                                

実施日時 随時 

実施場所 CODE 事務所 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

当 NGO スタッフはじめ、学生や若者数十名。 

実施内容 昨年同様、村井、榛木両理事に新型コロナウイルス感染の視点も入れて、NGOについ

て、基礎編、実践編の 2 回の講義を状況によってオンラインまたは、対面で行っていただ
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く。 

 

 

事業名 2-(3) 月イチシリーズ「食と国際協力」 → 「〇〇と国際協力」に名称変更 

実施日時 随時 

実施場所 CODE 事務所 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

一般 

実施内容 2014 年 3 月よりスタートした「食と国際協力」は、毎月、第 3 木曜日に開催し、その回

数は 2020 年 3 月時点で 59 回に上った。 

2020 年度は、内容や参加者が固定化してきた事もあり、隔月にペースをおとして「〇〇

と国際協力」という新しいスタイルにして、ゲストの関心や得意分野である〇〇を国際協

力につなげて語ってもらう。（例：農業、映画、本、音楽、職など） 

 新型コロナの状況を見ながら、オンライン講座での開催も検討する。 

 

 

第 1 回「映画と国際協力」 ＊コロナウイルスの影響で延期となった。 

    日 時：2020 年 5 月 15 日 18：30～20：00 

    場 所：CODE 事務所 

語り手：宮本匠さん（CODE 副代表理事） 

 

 

事業名 2－（4）CODE 未来基金 

実施日時 2015 年 4 月 1 日より 

実施場所 - 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

災害 NGO で働く若者、または将来的に災害 NGO で働く事を目指す若者、若干名。 

実施内容 ●2020 年度計画 

  同基金は 2019 年度 10 月から 2 月まで CODE 未来基金 阪神・淡路大震災 25 年特別

企画「若者の生き方を語る―阪神・淡路大震災から 25 年を前に―」を開催した。そこで、

未来基金を経験した若者が分野、立場を問わず、自分自身が感じた社会課題に取り組む

姿を見ることができた。 

2020 年は企画で同基金に触れた方に積極的なアピールをしていくとともに、CODE 未来基

金の運営、広報、資金調達などを見直す年とする。9 月をもって担当スタッフの上野が退職

を予定しているため、運営を引き継ぐ体制が必要となる。 

また昨年度より拡大した新型コロナウイルス感染症に対し、CODE 未来基金の若者による
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支援を実施する。感染症支援を通じて CODE 未来基金の動きをアピールし、資金集めに

つなげる。 

 

① ワーキングループを通しての活動見直し 

人材育成、広報のワーキンググループとともに震災 25 年企画の振り返りを行う。また、

担当スタッフの上野の退職に伴い、同基金の広報活動と資金調達について見直し、広

報、人材育成のワーキンググループの下、中長期の計画を策定する。また、②の新型コ

ロナウイルス感染症に対する動きに関しても同ワーキンググループを中心に運営してい

る。10 月以降の運営について、上記ワーキンググループと事務局の業務分担を行う。 

 

② 新型コロナウイルス感染症に対する CODE 未来基金の動き 

2020 年 2 月 4 日より開始した新型コロナウイルス感染症支援に伴い、CODE 未来基金

では感染症の影響により困窮する若者への支援や若者による世界の若者との情報共

有、発信を行っていく。 

1.日本国内の感染症の影響により課題を抱える若者への支援 

2.CODE や未来基金が実施する感染症支援への若者の参加 

3.若者による感染症支援の発案と実施、運営 

というステップで、世界中に影響が広がる災害に対して、CODE 未来基金がめざす、

“若者による”支援活動を行う。 

   

  ○海外の学生との交流「世界のステイホームから」 

オンラインにより、国内外の学生どうしが交流し、互いの暮らし、各国の感染症の状

況、対策を知る。CODE に参加する学生のすそ野を広げるとともに、身近な話題につ

いてのコミュニケーションから、さまざまな理由で見えにくくなっている新型コロナウイ

ルスをめぐるニーズの可視化を試みる。6 月に第 1 回を開催。 

 

○大学生の現状把握 

 大学生の「声」を集める。Web アンケートを通じて、現在どのようなことに困っている

のか、何を感じているのか等を把握する。緊急性のあるニーズがあれば支援を検討

する。 

 

  ○各国からの学びのイラスト化・発信 

新型コロナウイルスに関連する情報をイラスト化して発信する。文字での理解が難 

しい途上国の人向けに感染対策の情報を。国内向けに世界各国の情報を。文章で 

発信している ML 等の情報を、より親しみやすく、視覚的に分かりやすくする。岸本 

理事の協力のもと、若者はイラストへの提案、ネタのピックアップ、発信を行う。 

 

③  CODE 未来基金 阪神・淡路大震災 25 年特別企画から 
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昨年 10 月から開催してきた CODE 未来基金 阪神淡路大震災 25 年企画シリーズで

は、各テーマを入り口として CODE や同基金を知らなかった多くの方々にお越しいただい

た。2020 年度は企画を通じて未来基金を知った参加者に、より CODE 未来基金を知って

いただく機会を作る。本企画の映像、音声をもとにシリーズの記録を作成し、アピールに

活用する。また、第 5 回で語っていただいた金益見先生を招いての寺子屋、対談企画の

実施を模索する。 

 

④  若者による鼎談企画の振り返り 

2019 年 12 月 8 日に実施した 2019 年度 CODE 寺子屋「阪神・淡路大震災から 25 年 

四半世紀の歩みと”いま”―NGO･市民社会･災害支援のこれから―」の振り返り勉強会

を行う。映像や資料などとともに、若者を中心として寺子屋から将来世代へと受け継いで

いくことを見つけ出しながら、まとめていく。 

 

⑤   CODE 未来基金企画での山登り他 

昨年 11 月、宮本副代表理事、村井理事の提案により同基金山登りプレ企画が実施さ

れた。同基金の活動とは違う視点の動きから身近なフィールドから若者との交流や国際

協力に触れ、未来基金への共感につなげていく試みを、新年度では取り組んでいく。 

また、その他に若者自身が長期的に関わることができるテーマで、企画を作ることを模

索する。（農業実習など） 

 

⑥   CODE 未来基金プログラム 

これまでも実施してきたインターンシップ、フィールドワーク、セミナーからなるプログラ

ムの公募を行う。②～④の中で新たに未来基金へ興味を持つ若者を発掘しプログラム

への参加を促す。 

 

※④⑤の計画について、2020 年 4 月現在、新型コロナウイルス感染症の影響もあり一箇所

に集まっての実施目途は立たない。長期的に影響が及ぶ際には振り返り企画のオンライン実

施なども模索する。 

 

＊今年度の動き 

5/12  未来基金企画ミーティング                               *1-(4)と重複 

（宮本副代表、成安理事、岸本理事、吉椿、上野、立部） 

6/2   CODE 未来基金企画「世界のステイホームから」を開催     *1-(4)と重複 

（室崎代表、宮本副代表、成安理事、吉椿、上野、立部） 

 

 

【３．災害関連情報の収集及び発信事業】 

事業名 3-(1) 災害情報サイト（CODE World Voice）の運営   
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実施日時 随時（2002 年からの継続事業） 

実施場所 SOHO 形式や当センターなど 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

不特定多数の災害情報を得ている人たちすべて 

実施内容 「被災地の市民の暮らしを知ることを通じて、防災や平和への意識向上を図る」ことが目

的である。これまで CODE のプロジェクト地をよりよく知ってもらうため、また、災害時の情

報収集のために、随時 Reliefweb（UNOCHA が運営する、支援機関のレポート投稿サイト）

やその他メディアからの翻訳を CODE ウェブサイトで紹介してきた。 

現在は、新型コロナウイルスのアライアンスの翻訳で３名のボランティア方にご協力い

ただいているが、現状としては HP の更新など追いついていない。今年度は未来基金の

インターンやボランティアの若者にも翻訳ボランティアとしてかかわっていただき、HP.FB

での情報発信を充実させる。 

 

 

【４．ネットワーク構築事業】 

事業名 4-(1) 《関係機関からの受託事業》 神戸学院大学 

実施日時 9 月から 1 月まで、毎週火曜日第３限 

実施場所 神戸学院大学ポートアイランドキャンパス、その他オンライン授業 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

現代社会学部の学生約 40 名 

 

実施内容 ① 「現代社会学部」の後期授業「社会防災特別講義Ⅱ」での講師派遣 

村井理事が長年担っていた社会防災特別講義Ⅱの講義を 2020 年度から吉椿が引き 

継ぐこととなった。後期（火曜 3 限、全 15 回）の講義を吉椿（8）、斉藤容子さん（3）、 

頼政（2）、立部（2）を講師としてオムニバス形式で講義を実施する。 

 

《内容》 

9/22（火）  第 1 回  ガイダンス（吉椿） 

9/29（火）  第 2 回  CODE 海外災害援助市民センターについて（吉椿） 

10/6（火）  第 3 回  日本の災害復興支援活動（頼政） 

10/13（火） 第 4 回  災害とジェンダー（斉藤） 

10/20（火） 第 5 回  寄り添いとつながり（吉椿） 

10/27（火）  第 6 回  異文化理解と援助（吉椿） 

11/10（火）  第 7 回  海外の復興制度（斉藤） 

11/17（火）  第 8 回  NGO と働き方（立部） 

11/24（火）  第 9 回  国内外の復興支援活動（立部） 

12/1（火）   第 10 回 平時の地域防災（頼政） 
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12/8（火）   第 11 回 災害と貧困（吉椿） 

12/15（火）  第 12 回  海外のコミュニティ防災（斉藤） 

12/22（火）  第 13 回 援助の生きがたい被災地支援の方策（吉椿） 

1/14（木）   第 14 回 グループワーク（吉椿） 

1/19（火）   第 15 回 ポスターセッション(吉椿） 

 

② インターンシップ受け入れ 

毎年実施してきたが今年度は受けりれを見合わせる。 

 

 

事業名 4-(2) 《関係機関からの受託事業》 神戸女子大学 

実施日時 5 月から 7 月までの前期、毎週金曜日第 2 限 

実施場所 神戸女子大学、その他オンライン授業 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

神戸国際教養学科の学生 20 名 

実施内容 5 年目となる神戸女子大学神戸国際教養学科の授業「国際ボランティア活動論」を村井

理事と上野が講師をつとめる。 

今年度も引き続き以下のような内容で授業を行う。（今年度から全 14 コマ） 

 

《内容》 

5/8（金） 第 1 回 オリエンテーション：CODE 海外災害援助市民センターの活動を  

通して「人権」を学ぶ（村井理事） 

5/15（金） 第 2 回 ボランティアの歴史：セツルメント運動から災害救援へ （村井理事） 

5/22（金） 第 3 回 NGO ともう一つの働き方（上野） 

5/29（金） 第 4 回 女性の生活向上支援と自立：教育のもたらす意義（村井理事） 

6/5（金）  第 5 回 日本に住む外国人及び地域に住む子どもたちへの教育支援 

                                         （学びと：中山迅一さん） 

6/１2（金） 第 6 回 異文化理解と支援：宗教や伝統文化、生活習慣の違いを理解する 

（村井理事） 

6/19（金）  第 7 回 CODE の支援を通して、海外の被災地への技術移転を学ぶ（上野） 

6/26 (金)  第 8 回 コミュニティ再生から復興へ（村井理事） 

7/3（金）  第 9 回 災害と貧困：貧困脱出と災害復興との関係（村井理事） 

7/10 (金)  第 10 回 長期にわたる戦禍・紛争後のアフガニスタン： 

人為災害と自然災害と戦う人々（村井理事） 

7/17（金）  第 11 回 紛争後の支援から 18 年、アフガニスタンの今：   

平和構築への課題（村井理事） 

7/24（金）  第 12 回 保護とエンパワーメント（村井理事） 
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7/31（金）  第 13 回 誰一人取り残さない世界とは：SDGｓの取り組みから学ぶ（上野） 

8/7（金）  第 14 回 阪神・淡路大震災から 25 年を振り返って（村井理事） 

 

 

事業名 4-(3) 《関係機関からの受託事業》 親和女子大学  ＊新規 

実施日時 4 月から 7 月まで、毎週月曜日第２限 

実施場所 親和女子大学キャンパス、その他オンライン授業 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

現代社会学部の学生約 80 名 

実施内容 2020 年度前期（月曜 2 限、全 15 回）より「国際ボランティア論」の講義（（担当教員：梶山） 

を行うことになった。講師は、坂西卓郎さん（PHD 協会）（5）、斉藤容子さん（関西学院大

学）（4）、吉椿（CODE）（5）の三者で担う。 

 

《内容》 

4/27（月） 第 1 回 総論・ガイダンス（梶山） 

5/4（月）  第 2 回 国際協力概論（坂西） 

5/11（月）  第 3 回 ボランティアの歴史と意義（吉椿） 

5/18（月）  第 4 回 フェアトレードの歴史と現状（坂西） 

5/25（月）  第 5 回 難民問題（坂西） 

6/1（月）   第 6 回 開発教育と参加型学習（坂西） 

6/8（月）   第 7 回 スラム問題（坂西） 

6/15（月）  第 8 回 防災と国際協力（斉藤） 

6/22（月）  第 9 回 緊急支援、復興支援（斉藤） 

6/29 （月） 第 10 回 ジェンダー視点から見る途上国災害（斉藤） 

7/6（月）   第 11 回 ボランティアから専門家へ（斉藤） 

7/13（月）  第 12 回 NGO とは？（吉椿） 

7/20（月）  第 13 回 国際協力と若者（吉椿） 

7/27（月）  第 14 回 SDGｓと災害（吉椿） 

8/3（月）   第 15 回 異文化理解と援助（吉椿） 

 

 

事業名 4-(4) 《関係機関からの受託事業》 神戸学院大学  ＊新規 

実施日時 4 月から 7 月まで、毎週火曜日第１限 

実施場所 神戸学院大学ポーアイキャンパス、その他オンライン授業 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

現代社会学部の学生約 10 名 
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実施内容 新規として、2020 年前期（火曜 1 限、コロナの影響で全 15 回が 13 回に減少）より「ボラン

ティア論Ⅱ」の講義を吉椿が行う。ゲストスピーカーとして、上野、頼政、立部、斉藤さんが

講義を担う。 

 

《内容》 

5/12（火） 第 1 回ガイダンスとボランティア総論（吉椿） 

5/19（火） 第 2 回災害ボランティアについて（上野） 

5/26（火） 第 3 回災害ボランティアセンターについて（頼政） 

6/2（火）  第 4 回避難所運営とボランティア（頼政） 

6/9（火）  第 5 回復興支援とボランティア（立部） 

6/16（火） 第 6 回足湯ボランティアとは（吉椿） 

6/23（火） 第 7 回災害ボランティアのネットワーク（頼政） 

6/30（火） 第 8 回海外のボランティア①（斉藤） 

7/7（火）  第 9 回海外のボランティア②（立部） 

7/14（火） 第 10 回海外のボランティア③（吉椿） 

7/21（火） 第 11 回ボランティアと働き方（上野） 

7/28（火） 第 12 回災害とジェンダー（斉藤） 

8/4（火）  第 13 回 NGO とボランティア（吉椿） 

 

 

事業名 4-(5) 《関係機関からの受託事業》 関西 NGO 協議会 

実施日時 随時 

実施場所 各地 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

未定 

実施内容 ① 講師派遣 

前年度と同様、派遣依頼があれば行う。 

   ＊今年度の予定 

4/16 関西 NGO 協議会加盟団体の新型コロナの情報共有会で報告（吉椿） 

                                           *1-(4)と重複 

      5/23 関西 NGO 協議会総会で新型コロナ支援の講演（吉椿）     *1-(4)と重複 

6/14 共同ファンド「みんなおんなじ空の下」で講演、ファシリテート（吉椿）    

*1-(4)と重複 

      7/12 大阪大学院生「コロナと差別」の講演（吉椿）            *1-(4)と重複 

 

その他 

・神戸女学院大学 文学部総合文化学科「ボランティア論Ⅰ」で講義（吉椿） 
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・龍谷大学国際特別講義「国際 NGO 論」で講義（吉椿） 

 

② NGO-JICA 協議会 NGO 側コーディネーター 

前任者の栗田佳典さん（テラルネッサンス）が急遽退任したことにより、吉椿が引き継

ぐこととなった。 

6/5  NGO-JICA 協議会第１回コーディネーター会議に出席（吉椿） 

6/30 NGO-JICA 協議会全体会に出席（吉椿） 

8 月 関西版 NGO-JICA 協議会の開催（予定） 

 

 

事業名 4-(6) 国内のネットワーク構築事業 

実施日時 随時 

実施場所 各地 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

未定 

実施内容 ① 関西 NGO 協議会の活動への参加 

2017 年度より CODE は団体理事として吉椿が理事会（2 ヶ月に 1 度）に出席し、高校

生ボランティア育成の事業を担当してきたが、2019 年度からは常任理事、20202 年度

からは NGO－JICA 協議会コーディネーターを担う事となった。また、関西 SDGｓ市民

アジェンダの分科会座長として SDGｓ推進事業も担っている。 

今年度も引き続き、関西地域 NGO 助成プログラム説明会、NGO スタディツアー合 

同説明会、関西 CS ネットワークフィーラム、セーフトラベルセミナー、ワンワールド・フ

ェスティバル for Youth.、新型コロナウイルス支援のための共同ファンド「みんなおん

なじ空の下」基金などを通じて市民社会の底上げなどでも連携していく。 

 

＊今年度の主な予定 

4/16 関西 NGO 協議会加盟団体の新型コロナの情報共有会で報告（吉椿） 

                                           ＊1-(4) と重複 

5/15 関西 NGO 協議会理事会に出席（吉椿） 

5/18 共同ファンド「みんなおんなじ空の下」基金ミーティングに参加（吉椿） 

                                            ＊4-(5)と重複 

5/23 関西 NGO 協議会 2020 年度定期総会に出席、講演（吉椿）  ＊4-(5)と重複 

6/5  NGO-JICA 協議会コーディネーター会議に出席（吉椿）        ＊4-(5)と重複 

6/14 共同ファンドで講演、ファシリテーター（吉椿）              ＊4-(5)と重複 

6/30 NGO-JICA 協議会全体会議に出席（吉椿）                  ＊4-(5)と重複 

7/12 大阪大学院生「コロナと差別」の講演（吉椿）             ＊4-(5)と重複 

12 月  ワンワールドフェスタ for YOUTH でワークショップ、ブース出展（吉椿） 
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② コープこうべとの連携 

コープこうべが実施している地区の勉強会、報告会への講師派遣を引き続き行う。 

また、これまでコープこうべにご支援をいただいた四川やフィリピン、ネパール、インド

ネシアなどの被災地を訪問し、学び合う企画なども検討する。特に未来基金に関わっ

た若者とコープの組合員が出会う多世代交流の場も計画する。その他、新型コロナ支

援でも連携を検討する。 

 

＊主な予定 

・6 月 10 日 コープこうべ第 100 期通常総代会は。新型コロナの影響で総代と 

役職員のみの開催となった。 

・その他、ハート基金運営委員会への参加やコープこうべ第 3 地区福祉サークルリ

ーダー連絡会での講演（吉椿）、平和の集いやユニセフの集いでのレーズン販

売を継続する。 

 

③ 近畿ろうきん 

2018 年度より近畿ろうきんの社会貢献預金「笑顔プラス」（預金の金利の一部を社会

貢献に使うしくみ）の寄付先団体にご指名いただき、年間約 20 万円の寄付を得てい

る。2020 年度は、249,571 円となっている。寄付金だけでなく、近畿ろうきんや生協、企

業の労働組合での活動報告や講演など CODE を知ってもらう場を多く提供いただいて

いる。2020 年度もろうきんの持つ各企業や労働組合とのネットワークを活用し、災害

時の連携などを実現していく。現在、新型コロナウイルス感染症支援で「笑顔プラス」

のた団体との共同企画を検討している。 

＊主な予定 

    ・6/24 社会貢献預金「笑顔プラス」贈呈式（＊中止）  

    ・7 月中旬 寄付先団体の ZOOM 会議に出席（吉椿） 

 

④ 若者の団体とのネットワーク 

災害時などに CODE と連携してきた若者の団体（ワカモノヂカラプロジェクト、神戸大

学 PEPUP、アイセック神戸大学委員会、NPO まなびと、神戸大学学生救援隊、大学コ

ンソーシアム、神戸ソーシャルキャンパスなど）との関係をより深め、未来基金を通じ

て若者どうしのネットワークも充実させていく。また、SDGｓをキーワードにした若者の

ネットワーク（ジャパンユースプラットフォーム）とも協働していく。 

   ・アイセック送り出し事業局 面談（吉椿） 

   ・NPO しゃらくや神戸ソーシャルキャンパスとの情報交換やコラボ 

・ＮＰＯまなびととのコラボ企画 

その他、未来基金に関わるプロジェクトで、上記団体と連携していく。 
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⑤ JPF、JANIC、JICA 関西、人と防災未来センターなどのネットワークとも引き続き災害

時の情報交換などで連携していく。 

 

⑥ その他 

・ひょうご支え合い基金など 

 5/30 ひょうご支え合い募金キックオフイベントで報告（吉椿）     ＊4-(5)と重複 

 

 

事業名 4-(7) 海外のネットワーク構築事業 

実施日時 随時 

実施場所 各地 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

未定 

実施内容 

 

・フィリピン / NGO ネットワーク ABAG（セブ市） 

・中国 / NGO 備災センター（新安世紀教育安全科技研究院）（四川省成都市） 

・ネパール / シェルパ村落開発改善委員会（ソルクンブ郡グデル村シャーレ地区） 

・インドネシア/ エコ・プラウォトさん（ドゥタ・ワチャナキリスト教大学） 

（ジョグジャカルタ特別州） 

・国際アライアンス「IACCR」（事務局：中国四川） 

 

上記のネットワークとの関係をそれぞれの事業や新型コロナ関連を通じて深めていく。 

 

 

【５．「市民による災害救援」に関する調査・研究事業】 

事業名 5-(1) CODE 寺子屋学習会  

実施日時 随時 

実施場所 CODE 事務所 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

役員、事務局員、CODE 会員、関係者、一般 

実施内容 

 

① CODE 寺子屋（3 回程度） 

今年度は、例年の CODE 理事などによる寺子屋に加え、新企画として他分野の NGO

の方を講師に災害やそれに関連する様々な課題を共に考え、議論する場を作る。 

例：テーマ：「気候変動」 講師：伊与田昌慶さん（気候ネットワーク） 

その他のテーマは、「SDGs」、「スフィア基準」、 

「災害ケースマネジメント」、「感染症」など 
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②  市民社会を考える集い（仮）の開催                     ＊2-(4)と重複 

    昨年 12 月に開催した震災 25 年企画の CODE 寺子屋「四半世紀の歩みと今」では、 

CODE の 3 名の理事経験者にお話しいただいた。それを受けて、参加者の若者を中 

心に市民社会や NGO、災害救援について今一度考える場を持つ。 

 

③ CODE 寺子屋「四半世紀の歩みと今」の冊子化 

   2019 年 12 月に開催された震災 25 年企画の CODE 寺子屋「四半世紀の歩みと今」 

の講演録を現在、冊子化しており、頒布する予定である。 

 

 

【６．「市民による災害救援」に関する啓発及び広報事業】 

事業名 6-(1) 賛助会員の拡大 

実施日時 随時 

実施場所 CODE 事務所、その他 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

不特定多数 

実施内容 2019 年度（2020 年 5 月末時点）の会員の状況： 

正会員  ： 23（団体 2、 個人 21） 

賛助会員：121（団体 1、個人 120）  計：144 名・団体  

 

今年度は、認定 NPO 法人取得を視野に入れ、事務局業務を精査し、より丁寧な会員・

寄付者管理につとめ、会員・寄付者の拡大をはかる。また、山本さんのような賛助会員 

  との共同企画を考え、会員・寄付者の拡大をはかる。 

 

＊今年度の計画 

 ・リーフレットのカラー刷新 

   2019 年度に上野が JICA の研修で作ったリーフレットを元に現在、岸本理事や成安 

理事と共に現在、リニューアルをはかっている。 

・CODE レター発行など紙ベースの従来のものに合わせて、フェイスブックなどの SNS を 

積極的に活用。2019 年度より学生ボランティアの協力により若者向けのインスタグラ 

ムでの発信を開始し、フォロアー数は確実の増加している。 

・近畿ろうきんの社会貢献預金「笑顔プラス」 

   今年度より実施する近畿ろうきんの持つ企業や労働組合のネットワークを活用し、

CODE や未来基金の活動を広める。 

・今年度も「ソーシャルアクションリング」のバナー広告を継続する。 

（年 15000 円の広告収入） 

・Gochiso というサイトで、登録しているレストランの食事代のポイント還元を寄付に充て 
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る仕組みをより周知する努力を行う。 

 

 

事業名 6-(2) 救援プロジェクト報告会及び講師派遣 

実施日時 随時 

実施場所 全国各地 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

不特定多数 

実施内容 ① 当団体主催の報告会、講義の予定 

6/20  新型コロナ感染症支援のオンライン報告会を開催する。    ＊1-(4)と重複 

 

② 他団体からの講師依頼による派遣は以下の通り。 

4/16   関西 NGO 協議会加盟団体の新型コロナの情報共有会で報告（吉椿、立部） 

                                                ＊1-(4)と重

複 

5/8    神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 1 回（村井理事）      ＊4-(2)と重複 

5/11   親和女子大学「国際ボランティア論」第 3 回の講義（吉椿）      ＊4-（3）と重

複 

5/12   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第 1 回の講義（吉椿）        ＊4-(4)と重複 

5/13   JICA 関西にコロナ支援のレクチャー（吉椿）                   ＊1-(4)と重複 

5/15   神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 2回（村井理事）     ＊4-(2)と重複 

5/19   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第2 回の講義（吉椿、上野）     ＊4-(4)と重複 

5/22   神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 3 回（上野）          ＊4-(2)と重複 

5/23   関西 NGO 協議会オンライン総会でコロナ支援の報告（吉椿）     ＊1-(4)と重複 

5/26   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第3 回の講義（吉椿、頼政）     ＊4-(4)と重複 

5/27   福井大学でコロナ支援の講演（吉椿）                        ＊1-(4)と重複  

5/29   神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 4 回（村井理事）      ＊4-(2)と重複 

       レスキューストックヤードにコロナ支援の講義（吉椿）            ＊1-(4)と重複 

5/30   ひょうご支え合い基金でコロナ支援の報告（吉椿）              ＊1-(4)と重複 

6/9   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第 5 回の講義（吉椿、立部）     ＊4-(4)と重複 

6/12   神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 6 回（上野）          ＊4-(2)と重複 

6/14   共同ファンド「みんなおんなじ空の下」で講演、ファシリテーター（吉椿） 

＊1-(4)と重複 

6/16   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第 6 回の講義（吉椿）          ＊4-(4)と重複 

6/19   神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 7 回（上野）          ＊4-(2)と重複 

6/23   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第7 回の講義（吉椿、頼政）     ＊4-(4)と重複 

舞子高校でコロナ支援の講演（吉椿）                         ＊1-(4)と重複 
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6/26   神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 8 回(村井理事）      ＊4-(2)と重複 

6/30   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第 8 回の講義（吉椿、斎藤さん） ＊4-(4)と重複 

7/3    神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 9 回（村井理事）      ＊4-(2)と重複 

7/４    兵庫県立大学「防災の国際協力」で講義（吉椿） 

7/7    神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第9 回の講義（吉椿、立部）     ＊4-(4)と重複 

7 月初  高石高校でコロナ支援の講演（吉椿）                   ＊1-(4)と重複 

7/10   神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 10 回の講義（村井理事） 

＊4-(2)と重複 

7/12   丹波 SDGｓ講演（吉椿） 

7/12   大阪大学院生「コロナと差別」で講義（吉椿）               ＊1-(4)と重

複 

7/13   親和女子大学「国際ボランティア論」第 12 回の講義（吉椿）      ＊4-（3）と重複 

7/14   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第 10 回の講義（吉椿）         ＊4-(4)と重複 

7/17  神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第11回の講義（村井理事）＊4-(2)と重複 

7/20   親和女子大学「国際ボランティア論」第 13 回の講義（吉椿）       ＊4-(3)と重複 

7/21  神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第 11 回の講義（上野）         ＊4-(4)と重複 

7/24  神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第12回の講義（村井理事）＊4-(2)と重複 

7/27   親和女子大学「国際ボランティア論」第 14 回の講義（吉椿）      ＊4-（3）と重複 

7/28  神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第 12 回の講義（吉椿、斉藤さん） ＊4-(4)と重複 

7/31  神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 13 回の講義（上野）    ＊4-(2)と重複 

8/3   親和女子大学「国際ボランティア論」第 15 回の講義（吉椿）       ＊4-（3）と重複 

8/4   神戸学院大学「ボランティア論Ⅱ」第 13 回の講義（吉椿）       ＊4-(4)と重複 

8/7   神戸女子大学「国際ボランティア活動論」第 14 回の講義（村井理事）＊4-(2)と重複 

9/22  神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 1 回の講義（吉椿）       ＊4-(1)と重複 

9/29  神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 2 回の講義（吉椿）      ＊4-(1)と重複 

10/6  神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 3 回の講義（頼政）      ＊4-(1)と重複 

10/13 神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 4 回の講義（斉藤さん）  ＊4-(1)と重複 

10/20 神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 5 回の講義（吉椿）       ＊4-(1)と重複 

10/27 神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 6 回の講義（吉椿）       ＊4-(1)と重複 

11/10 神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 7 回の講義（斉藤さん）  ＊4-(1)と重複 

11/17 神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 8 回の講義（立部）       ＊4-(1)と重複 

11/24 神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 9 回の講義（立部）       ＊4-(1)と重複 

12/1  神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 10 回の講義（頼政）     ＊4-(1)と重複 

12/8  神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 11 回の講義（吉椿）     ＊4-(1)と重複 

12/15 神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 12回の講義（斉藤さん）  ＊4-(1)と重複 

12/22 神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 13 回の講義（吉椿）    ＊4-(1)と重複 

1/14  神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 14 回の講義（吉椿）     ＊4-(1)と重複 

1/19  神戸学院大学「社会防災特別講義Ⅱ」第 15 回の講義(吉椿）     ＊4-(1)と重複 
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＊未定  兵庫県立大学大学院澤田ゼミで新型コロナ支援の講義（吉椿） 

       コープこうべ第 3 地区で新型コロナ支援の講演（吉椿） 

 

 

事業名 6-(3) 機関誌及びインターネットによる情報発信  

実施日時 機関紙は年 3 回発行 

メーリングリスト、インターネットは随時発信（積極的にツイッターの利用を行う） 

実施場所 CODE 事務所 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

・機関紙は年 3 回、各 1500 部を発行し、約 1000 部を発送。 

・インターネットは不特定多数 

実施内容 

 

・機関誌：4 月、7 月（総会報告のため）、12 月（年末寄付募集のため）に発行予定。 

・メーリングリスト：逐次、災害救援レポートを発信。 

・ツイッター、FACEBOOK、インスタグラム：逐次発信 

今年度も、CODE レター、ML、SNS を活用して広報を充実させる。 

 

 

【７．その他本会の目的達成の為に必要な事業】 

事業名 7-(1) CODE・AID 設立に向けて 

実施日時 随時 

実施場所 CODE 事務所 

受益対象者の

範囲及び予定

人数 

不特定多数 

実施内容 芹田代表を中心に認定 NPO 法人取得など CODE AID の具体化に向けて取り組む。 

2019 年度は、会計士の今中一寿さんにご協力いただき、現在の会計のあり方（会計の項 

目の整理）を上野、細川と共に見直すこと、認定に必要な書類など認定取得に向けた準備 

を進めていく。また、認定取得だけでなく、今後の組織運営も踏まえて会計や寄付者名 

簿の連動なども検討する。  

 


